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自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
資
料
は
□
□
厚
木
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
□
以
下
□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
□
第
二
章
自
由
民
権
運
動(

令
和
三
年

<

二
〇
二
一>

三
月
三
十
一
日
発
行)
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
□
今
回
は
□
□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
で
は
□
頁
数
の
関
係
で
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
□
た
資
料
を
選
択
し
□
さ
ら
に
自
由
民
権
運
動
を
多
様
に
捉
え
□
大
阪
事
件
以
降
の
民
権
家
の
動
向
な
ど
も
幅
広
く
収
録
す
る
こ

と
を
心
掛
け
た
□
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
□
既
刊
の
□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
と
併
読
し
て
い
た
だ
く
と
□
よ
り
自
由
民
権
運
動
の
理
解
が
深
ま

る
と
考
え
て
い
る
□ 

 

既
刊
□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
で
は
□
資
料
を
第
一
節
□
第
四
節
と
し
た
が
□
叢
書
で
は
同
様
に
年
代
を
追
□
て
編
集
し
□
第
一
章
□
第
五

章
と
し
て
ま
と
め
た
□
各
章
ご
と
に
資
料
点
数
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
□
以
下
各
章
ご
と
に
概
説
を
す
る
□ 

 

第
一
章 

国
会
開
設
運
動
と
民
権
結
社 

こ
の
章
は
□□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
で
同
様
の
節
名
で
紹
介
し
て
い
る
□
今
回
は
□
国
会
開
設
建

言
書
提
出
を
め
ぐ
る
新
聞
記
事
□
湘
南
社
開
業
式
の
様
子
な
ど
の
資
料
を
掲
載
し
た
□
ま
た
明
治
十
五
年(

一
八
八
二)

十
一
月
板
垣
退
助
等
の

洋
行
関
係
□
明
治
十
六
年
一
月
よ
り
開
講
す
る
講
学
会
関
係
□
自
由
党
党
資
募
集
関
係
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
□
な
か
で
も
湘
南
社
開
業
式
の

様
子(

資
料
３)

は
□
今
回
が
初
め
て
の
紹
介
で
あ
る
□
湘
南
社
開
業
式(

明
治
十
四
年
八
月
五
日)

の
様
子
は
新
聞
記
事
な
ど
で
は
既
に
紹
介
済

み
で
あ
る
が
□
当
該
資
料
は
そ
の
傍
観
記
で
あ
り
□
当
日
の
景
況
が
理
解
で
き
よ
う
□ 

 

 

  

第
二
章 

地
租
軽
減
運
動 

地
租
軽
減
運
動
関
係
資
料
は
□□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
で
紹
介
し
た
の
で
参
照
願
い
た
い
□
地
租
軽
減
運
動
は

各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
□
愛
甲
郡
で
の
運
動
関
係
資
料
は
既
刊
資
料
編
で
紹
介
し
た
が
□
今
回
は
租
税
納
期
改
正
建
白
書
草
案
写
を
新

た
に
紹
介
し
た(

資
料
26)

□
こ
の
草
案
は
□
大
住
・
淘
綾

ゆ

る

ぎ

・
愛
甲
三
郡
で
建
白
を
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
□
こ
う
し
た
動
き
が
あ
□
た
も

の
の
□
こ
の
三
郡
で
の
建
白
は
実
現
せ
ず
□
結
局
愛
甲
郡
の
み
の
建
白
に
な
□
た
□ 

  

第
三
章 

民
権
運
動
の
変
容
と
大
阪
事
件 

大
阪
事
件
は
明
治
十
八
年(

一
八
八
五)

十
一
月
二
十
三
日
に
発
覚
す
る
□
神
奈
川
県
で
も
多
く

の
逮
捕
者
を
出
し
□
公
訴
・
入
獄
者
を
見
る
こ
と
に
な
る
□□
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
第
二
章
第
三
節
で
は
□
大
阪
事
件
解
明
の
基
礎
資
料
を
採

録
し
て
あ
る
の
で
□
ま
ず
は
参
照
願
い
た
い
□
こ
の
叢
書
へ
は
□
□
市
史
□
に
掲
載
で
き
な
か
□
た
入
獄
者
の
書
簡
□
□
郵
便
報
知
新
聞
□
に
よ

る
大
阪
事
件
報
道
□□
大
阪
日
報
附
録 

国
事
犯
公
判
傍
聴
筆
記
□
を
編
集
採
録
し
た
□
東
京
の
新
聞
社
に
よ
る
大
阪
事
件
報
道
で
は
□
紙
面
か

ら
は
事
件
発
生
時
の
正
確
な
状
況
把
握
が
で
き
ず
□
報
道
内
容
が
混
乱
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る(

資
料
52
①
②
□
□
し
か
し
次
々
に
逮
捕
者
の

数
が
増
え
□
次
第
に
事
件
の
全
貌
□
全
容
が
明
ら
か
に
な
□
て
く
る
□
ま
た
□
大
阪
日
報
附
録 

 

国
事
犯
公
判
傍
聴
筆
記
□
で
は
□
神
奈
川
県

に
関
わ
る
逮
捕
者
た
ち
の
人
定
審
問
・
事
実
審
問
・
弁
護
人
弁
論
な
ど
を
採
録
編
集
し
た(

資
料
54
□
□
神
奈
川
県
愛
甲
郡
荻
野
村
に
資
金
調
達

に
来
村
し
た
景
山
英(

福
田
英
子)

に
関
す
る
資
料
も
収
録
し
た
□
こ
う
し
た
資
料
に
よ
り
□
逮
捕
者
の
事
件
参
加
へ
の
動
機
や
判
決
に
い
た
る

裁
判
経
過
が
理
解
で
き
よ
う
□
□
市
史
□
本
編
と
併
せ
て
御
利
用
頂
き
た
い
□ 

  

第
四
章 

結
社
再
編
と
地
域
の
変
動 

大
阪
事
件
を
経
て
□
各
郡
単
位
で
活
動
し
て
き
た
結
社
は
神
奈
川
県
を
単
位
に
再
結
成
に
向
か
う
□

民
権
運
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
□
た
国
会
開
設
の
め
ど
が
つ
く
と
□
多
く
の
民
権
家
た
ち
は
実
業
界
□
教
育
者
□
自
治
体
職
員
□
町
村
会



 

 

議
員
な
ど
に
活
躍
の
場
を
移
し
て
行
く
□
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
□
こ
の
再
結
社
に
参
加
す
る
活
動
家
は
以
前
の
自
由
党
に
参
加
し
た
多
く
の
党

員
で
は
な
く
□
愛
甲
郡
で
は
限
ら
れ
た
人
達
で
あ
□
た
□
こ
こ
で
は
こ
の
再
結
成
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
た
□ 

ま
た
大
阪
事
件
に
関
係
し
た
□
難
波
春
吉
・
大
矢
正
夫
・
佐
伯
十
三
郎
に
関
す
る
事
件
後
の
資
料
を
編
集
し
た
□
明
治
二
十
六
年(

一
八
九

三)

四
月
九
日
大
阪
事
件
神
奈
川
グ
ル
□
プ
の
全
員
釈
放
を
祝
い
大
磯
の
角
半
楼
で
祝
宴
が
開
催
さ
れ
て
い
る
□
既
に
没
し
て
い
る
黒
田
黙
耳
・

山
川
市
郎
の
参
加
は
叶
わ
な
か
□
た
が
□
こ
の
祝
宴
へ
は
前
記
三
名
の
ほ
か
存
命
し
て
い
る
九
名
が
出
席
し
て
い
る
□ 

日
本
は
明
治
二
十
七
年
八
月
一
日
に
清
国
に
宣
戦
を
布
告
□
こ
う
し
た
中
□
難
波
・
大
矢
・
佐
伯
は
大
陸
に
活
路
を
求
め
□
明
治
二
十
七
年

十
一
月
二
十
一
日
朝
鮮
に
向
け
出
帆
す
る
□
難
波
・
大
矢
・
佐
伯
の
決
断
は
□
天
野
政
立
や
石
阪
昌
孝
ら
に
相
談
し
た
上
で
の
事
で
あ
る
□
翌

二
十
八
年
四
月
十
七
日
□
日
清
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
が
□
こ
の
年
の
十
月
七
日
に
閔
妃

び

ん

ひ(

朝
鮮
国
王
高
宗
の
妃)

事
件
が
発
生
す
る
□
難
波

は
こ
の
事
件
に
関
係
し
逮
捕
さ
れ
□
日
本
に
召
還
さ
れ
て
広
島
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
□
こ
う
し
た
経
過
が
□
新
潮
□
の
報
道
に
よ
□
て
な
さ

れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た(

資
料
76
□
82
□
□
こ
の
閔
妃
事
件
の
裁
判
で
は
□
関
係
者
四
八
名
全
員
が
無
罪
と
な
□
た
□ 

  

第
五
章 

民
権
家
の
日
誌
・
履
歴
・
伝
記
・
そ
の
他 

す
で
に
民
権
家
の
葬
儀
・
追
悼
・
墓
碑
そ
の
他
に
つ
い
て
は
□□
市
史
□
近
代
資
料
編

⑴
の
第
二
章
第
四
節
で
紹
介
し
た
の
で
□
ま
ず
は
参
照
し
て
い
た
だ
き
□
今
回
は
□
割
愛
し
た
伝
記
・
日
誌
そ
の
他
を
ま
と
め
た
□
本
章
に
は
□

既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
資
料
も
多
い
が
民
権
運
動
を
知
る
た
め
の
基
本
資
料
と
な
る
の
で
□
今
回
も
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
□
特
に
天
野
政
立

の
□
鐡
窓
日
誌
草
稿
□
□
所
世
録
□(

資
料
84
・
85)

は
大
阪
事
件
を
良
く
伝
え
て
い
る
□
ま
た
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
の
□
難
波
惣
平

家
類
焼
見
舞
受
納
簿
□(

資
料
87)

は
□
惣
平
の
火
災
時
の
動
向
や
火
事
見
舞
品
の
数
々
が
分
か
り
□
当
時
の
仕
来
た
り(

近
隣
付
き
合
い)

を
知

る
上
で
も
貴
重
で
あ
ろ
う
□
こ
の
受
納
簿
か
ら
□
民
権
家
同
志
で
あ
□
た
村
上
安
次
郎
・
沼
田
初
五
郎
・
柳
田
富
三
・
森
甚
太
郎
・
片
野
徳
三
・

 

 

小
宮
保
次
郎
・
中
村
得
治
・
霜
島
久
円
・
森
豊
吉
・
天
野
政
立(

以
上
厚
木
市)

の
名
が
見
え
る
□
ま
た
愛
甲
郡
以
外
の
民
権
家
も
記
さ
れ
て
い

る
□
こ
の
受
納
簿
か
ら
民
権
運
動
を
通
じ
て
の
絆
の
強
さ
も
垣
間
見
ら
れ
□
難
波
惣
平
の
幅
広
い
人
脈
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
□ 

 

大
阪
事
件
に
関
係
し
逮
捕
収
監
さ
れ
た
菊
田
粂
三
郎
は
□
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

高
座
郡
座
間
村(

座
間
市)

に
生
ま
れ
た
□
山
本
與
七
の
実

弟
で
あ
り
□
明
治
十
二
年(

一
八
七
九)

二
月
山
本
家
か
ら
同
村
の
菊
田
家
へ
婿
養
子
と
な
り
□
大
正
五
年(

一
九
一
六
□
十
月
十
九
日
五
十
七
歳

で
没
す
る
□
□
菊
田
久
米
三
郎
葬
儀
香
奠
帳
□(

資
料
92)

は
□
綴
じ
方
に
多
少
の
異
同
の
部
分
が
あ
る
が
□
か
つ
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か

□
た
の
で
□
参
考
の
た
め
今
回
収
録
し
た
□
本
帳
中
に
大
阪
事
件
関
係
者
の
安
東
久
次
郎
・
長
坂
喜
作
・
大
矢
正
夫
の
名
が
見
え
る
□
現
在
粂

三
郎
は
七
沢
の
広
沢
寺(

厚
木
市)

に
眠
る
□ 

以
上
□
今
回
の
叢
書
の
概
略
を
紹
介
し
た
□
冒
頭
に
も
記
し
た
が
□
自
由
民
権
運
動
期
だ
け
で
な
く
そ
の
後
の
動
き
に
関
す
る
資
料
も
収
録

し
た
□
巻
末
に
民
権
運
動
関
係
略
年
表
・
解
説
中
の
人
名
索
引
・
語
句
註
索
引
を
付
し
た
□
略
年
表
は
愛
甲
郡
を
中
心
に
隣
接
す
る
大
住
郡
・

高
座
郡
等
を
含
め
ま
と
め
た
□
ま
た
広
く
自
由
民
権
運
動
の
動
き
を
理
解
す
る
た
め
必
要
と
思
わ
れ
る
全
国
の
動
向
や
県
下
の
事
項
も
加
え
□

民
権
期
以
降
も
必
要
に
応
じ
て
収
録
し
た
□ 

 

神
奈
川
県(

相
州)

の
民
権
運
動
の
研
究
は
故
大
畑
哲
氏
が
長
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
資
料
収
集
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
□
研
究
成
果
は
多
く
の

著
作
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
□
今
回
も
そ
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
□
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
□ 

な
お
□
既
刊
□
厚
木
市
史
□
近
代
資
料
編
⑴
□
並
び
に
本
叢
書
刊
行
に
際
し
□
編
集
に
当
た
ら
れ
た
事
務
局
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
□ 

最
後
に
本
書
が
今
後
の
自
由
民
権
運
動
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
□
て
い
ま
す
□ 



 

 

凡 
 

例 

一 

本
書
は
□
厚
木
市
史
資
料
叢
書
１３
□
厚
木
の
自
由
民
権
運
動―

活
躍
す
る
民
権
家
た
ち―

□
と
題
し
□
□
厚
木
市
史
□
近
代
資
料
編
（１）
に

収
録
で
き
な
か
□
た
□
明
治
十
三
年
□
一
八
八
〇
□
か
ら
大
正
八
年
□
一
九
一
九
□
ま
で
の
資
料
九
三
点
を
五
つ
の
章
に
分
け
収
録
し
た
□ 

一 

五
章
の
構
成
は
□
次
の
と
お
り
で
あ
る
□ 

第
一
章 

国
会
開
設
運
動
と
民
権
結
社 

 
 

第
二
章 

地
租
軽
減
運
動 

 
 

第
三
章 

民
権
運
動
の
変
容
と
大
阪
事
件 

第
四
章 

結
社
再
編
と
地
域
の
変
動 

 
 

 

第
五
章 

民
権
家
の
日
誌
・
履
歴
・
伝
記
・
そ
の
他 

一 

資
料
に
は
通
し
番
号
を
付
し
□
編
者
が
内
容
を
表
す
表
題
□
形
態(

竪
冊
・
横
冊
・
状
な
ど)

□
寸
法(

縦×

横
㎝)

を
付
け
た
□
表
題
の
元

号
に
は
□ 

□
で
西
暦
を
付
し
た
□ 

一 

冊
子
の
表
紙
は
括
弧
□ 

□
で
表
わ
し
□
竪
冊
は(

竪)

□
横
冊(

横)

と
表
記
し
□
書
簡
な
ど
で 

(

状)

と
表
記
し
た
も
の
も
あ
る
□
相
手
へ

の
敬
意
を
表
す
一
欠
字
は
一
字
あ
き
□
平

出

へ
い
し
□
つ

は
二
字
あ
き
□
台
頭

た
い
と
う

は
そ
の
ま
ま
と
し
た
□ 

一 

本
文
の
翻
刻
に
際
し
て
は
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漢
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さ
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付
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付
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す
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れ
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仮
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仮
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仮
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・ 

・ 
・ 
・ 

・ 

・ 
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□
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と
し
て
ニ
・
而
・
江
・
茂
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者
・
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よ
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も
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□
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仮
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□
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片
仮
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・
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□ 

一 

合
字
の
ゟ(
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損
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損
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□
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・□ 

 
 

□
な
ど
で
□
そ
の
状
態
を
示
し
た
□
推
定
し
た
文
字
は
□
な
ど
の
右

に(
 

)

で
示
し
た
□ 

一 

印
判
は
形
に
合
わ
せ
て
□
㊞
・
印

と
し
□
印
文
が
判
読
で
き
る
も
の
は
右
側
に
□ 

□
で
付
し
た
□
文
中
の
印
は
省
略
し
た
□ 

一 

朱
書
・
後
筆
・
抹
消
・
貼
紙
の
部
分
に
は
□
□ 

□
・[
 

 

を
付
し
□
そ
の
右
肩
等
に
□ 

□
で
そ
の
旨
を
示
し
た
□ 

一 

本
文
を
省
略
し
た
場
合
に
は
□
原
則
と
し
て
□(

前
略)

・(

中
略)

・(

以
下
略)

で
示
し
た
□ 

一 

連
名
で
氏
名
が
多
数
に
の
ぼ
る
と
き
は
□
適
宜
四
段
組
と
し
□
横
に
配
列
し
た
□ 

一 

資
料
に
は
□
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
付
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付
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付
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□
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｣
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用
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た
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厚
木
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代
資
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史
□
近

代
資
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□
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献
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…
…
…

67 

 

 

45 

明
治
二
十
年
四
月 

 
 
 

大
阪
国
事
犯
事
件
公
訴
状…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

68 

46 

明
治
二
十
年
七
月 

 
 
 

妻
子
の
状
況
報
告
を
願
う
天
野
八
重
宛
在
監
人
大
矢
正
夫
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

92 

47 

明
治
二
十
年
七
月 

 
 
 

不
用
衣
類
取
下
げ
を
願
う
天
野
八
重
宛
天
野
政
立
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

93 

48 

明
治
二
十
年
七
月 

 
 
 

物
品
取
下
げ
を
願
う
天
野
八
重
宛
難
波
春
吉
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

94 

49 
(

明
治
二
十
年)

十
月 

 
 

難
波
惣
平
宛
山
川
市
郎
書
簡…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

94 

50 

明
治
二
十
三
年
一
月 

 
 

難
波
惣
平
宛
難
波
春
吉
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

95 

51 

明
治
二
十
三
年
三
月 

 
 

難
波
惣
平
宛
難
波
春
吉
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

97 
 

52 

明
治
十
八
年
十
一
月
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
郵
便
報
知
新
聞
□
掲
載
の
大
阪
事
件
被
告
人
等
新
聞
記
事(

抄
録) 

①
□
㊹ …

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

99 

同
二
十
二
年
二
月 

 

53 

明
治
十
八
年
十
二
月
□ 

警
察
調
書
・
予
審
調
書
等
史
料(

抄
録)

(1)
□
(3)

             …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

130 

同
十
九
年
十
二
月 

 
 
 

(1)
明
治
十
八
年
十
二
月
□ 

景
山
英
大
阪
事
件
警
察
尋
問
及
び
予
審
調
書(

抄
録)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

130 

同
十
九
年
六
月 

 
 
 

(2)
明
治
十
九
年
四
月 
                   

 
 

村
野
常
右
衛
門
予
審
調
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

150 
 

 
 

(3)
明
治
十
九
年
四
□ 

                               

水
島
保
太
郎
予
審
調
書
及
び
水
島
保
太
郎
・
森
久
保
作
蔵
・
土
方
房
五
郎
言
渡
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

157 

十
二
月 

 

54 

明
治
二
十
年
五
□
八
月 

 

□
大
阪
日
報
附
録 

国
事
犯
公
判
傍
聴
筆
記
□(

抄
録)

(1)
□
(14)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

169 

 
 

(1)
明
治
二
十
年
五
月   

 
 

国
事
犯
公
判
傍
聴
筆
記…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

169 

 
 

(2)
明
治
二
十
年
五
月   

 
 

人
定
尋
問(

景
山
ほ
か)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

175 



 

 

 
 

(3)
明
治
二
十
年
五
月   

 
 

檄
文(

山
本
憲
起
草)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

179 

 
 

(4)
明
治
二
十
年
五
月   

 
 

事
実
審
問(

景
山)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

180 
 

事
実
審
問(

大
阪
事
件
第
五
組 

 
 

(5)
明
治
二
十
年
六
月   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…
…
…
…
…
…
…

190 

大
矢
・
長
阪
・
菊
田
・
山
本
・
村
野
・
天
野
・
佐
伯
・
難
波
・
山
川
・
窪
田) 

 
 
 

(6)
明
治
二
十
年
六
月   

 
 

事
実
審
問(

霜
島)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

214 

 
 

(7)
明
治
二
十
年
七
月   

 
 

補
遺
審
問(

佐
伯
・
難
波
・
山
川)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

216 

 
 

(8)
明
治
二
十
年
七
月   

 
 

補
遺
審
問(

大
矢
ほ
か)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

217 

 
 

(9)
明
治
二
十
年
八
月   

 
 

弁
護
人
弁
論(

神
奈
川
第
五
組)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

221 

 
 

(10)
明
治
二
十
年
八
月   

 
 

弁
護
人
弁
論(

霜
島)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

249 

 
 

(11)
明
治
二
十
年
八
月   

 
 

検
察
官
論
告(

村
野
・
天
野
ほ
か)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

256 

 
 

(12)
明
治
二
十
年
八
月   

 
 

弁
護
人
弁
論(
神
奈
川
組)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

260 

 
 

(13)
明
治
二
十
年
八
月   

 
 

   

検
察
官
論
告(

天
野
ほ
か)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

266 

 
 

(14)
明
治
二
十
年
八
月 

 
 
 

弁
護
人
弁
論(

神
奈
川
組)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

268 
 

第
四
章 

結
社
再
編
と
地
域
の
変
動 

55 

明
治
十
七
年
十
一
月 

 
  ｢

神
奈
川
県
苦
楽
府
規
約｣…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

274 

56 
(

明
治
十
七
年
十
一
月
以
降) 

神
奈
川
県
倶
楽
府
会
員
名
簿…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

274 

57 
(

明
治
十
七
年)

十
二
月 

 

難
波
惣
平
宛
小
林
幸
二
郎
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

277 

58 
(

明
治
十
九
年)

六
月 

 
 

病
気
見
舞
い
や
三
郡
共
立
英
学
校
設
立
に
関
す
る
三
橋
村
雄
宛
宮
田
寅
治
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

277 

 

 

59 

明
治
二
十
年
二
月 

 
 
 

武
相
倶
楽
部
会
出
席
名
簿…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

279 

60 

明
治
二
十
年
十
一
月 

 
 

神
奈
川
県
下
五
郡
有
志
者
立
憲
政
体
樹
立
及
び
条
約
改
正
建
白
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

281 

61 

明
治
二
十
年
十
二
月 

 
 

建
白
取
り
ま
と
め
に
つ
き
難
波
惣
平
宛
峰
尾
文
太
郎
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

287 

62 

明
治
二
十
一
年
一
月 

 
 

秘
密
集
会
事
件
に
関
す
る
始
末
書
及
び
尋
問
調
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

288 

63 

明
治
二
十
一
年
一
月 

 
 

県
会
騒
動
を
報
じ
る
新
聞
記
事(

□
毎
日
新
聞
□)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

313 

64 

明
治
二
十
一
年
一
月 

 
 

県
会
議
員
半
数
改
選
に
伴
う
秘
密
集
会
事
件
裁
判
に
関
す
る
経
過…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

313 

65 

明
治
二
十
一
年
三
月 

 
 

県
会
騒
動
の
公
判
を
報
じ
る
新
聞
記
事(

□
毎
日
新
聞
□)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

320 

66 

明
治
二
十
一
年
二
□
三
月 

県
会
騒
動
の
公
判
を
報
じ
る
新
聞
記
事(

□
東
雲
新
聞
□)

①
□
④…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

321 

67  

明
治
二
十
二
年
四
月    

 

高
座
・
愛
甲
両
郡
有
志
に
よ
る
憲
法
研
究
会
開
催
を
報
じ
る
新
聞
記
事(

□
毎
日
新
聞
□)…

…
…
…
…
…
…
…

323 

68 

明
治
二
十
二
年
七
月 

 
 

大
隈
重
信
の
条
約
改
正
反
対
の
建
言…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

323 

69 

明
治
二
十
二
年
九
月 

 
 

会
主
山
田
嘉
穀
政
談
演
説
会
届…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

327 

70 

明
治
二
十
二
年
十
月 

 
 

会
主
山
田
嘉
穀
政
談
演
説
会
演
題
追
加
届…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

332 

71 

明
治
二
十
三
年
三
□
四
月 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
準
備
日
誌…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

335 

72 

明
治
二
十
三
年
十
月 

 
 

法
律
研
究
会
員
名
簿…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

337 

73 

明
治
二
十
六
年
三
月 

 
 

警
察
官
の
選
挙
干
渉
に
関
す
る
愛
甲
郡
民
の
陳
情
書
及
び
却
下
返
戻
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

338 

74 

明
治
二
十
六
年
十
二
月 

 

難
波
春
吉
宛
山
本
與
七
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

341 

75 
(

明
治
二
十
七
年
十
月) 

 

佐
伯
等
日
清
戦
争
の
軍
中
役
務
者
採
用
嘆
願
書…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

342 

76 

明
治
二
十
七
年
十
二
月 

 

在
仁
川
難
波
春
吉
書
簡
を
紹
介
す
る
□
新
潮
□
掲
載
の
記
事

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

344 



 

 

77 
明
治
二
十
八
年
五
月 

 
 

金
子
角
之
助
宛
□
新
潮
□
掲
載
の
在
韓
大
矢
正
夫
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

346 

78 
明
治
二
十
八
年
十
月 

 
 

□
新
潮
□
掲
載
の
佐
伯
十
三
郎
氏
死
亡
記
事 …

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

349 

79 

明
治
二
十
八
年
十
一
月 

 

中
村
楯
雄
・
難
波
春
吉
の
退
韓
を
報
じ
た
□
新
潮
□
掲
載
記
事…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

349 

80 

明
治
二
十
八
年
十
二
月 

 

亀
井
佐
一
宛
□
新
潮
□
掲
載
の
難
波
春
吉
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

350 

81 

明
治
二
十
九
年
二
月 

 
 

□
新
潮
□
掲
載
の
難
波
春
吉
と
金
子
角
之
助
の
消
息 …

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

351 

82 

明
治
二
十
九
年
六
月 

 
 

難
波
春
吉
宛
□
新
潮
□
掲
載
の
朝
鮮
動
静
に
関
す
る
大
矢
正
夫
書
簡…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

351 
 

第
五
章 

民
権
家
の
日
誌
・
履
歴
・
伝
記
・
そ
の
他 

 

83 

明
治
七
年
四
月
□ 

黒
田
黙
耳
官
員
履
歴(

抄
録)…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

354 

同
十
七
年
十
二
月 

 

84 

明
治
十
七
年
□ 

天
野
政
立
□
鐡
窓
日
誌
草
稿
□…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

355 

同
二
十
年
九
月 

 

85 

明
治
四
十
一
年
十
月 

 
 

天
野
政
立
□
所
世
録
□…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

387 

86 

明
治
二
十
年
十
二
月 

 
 
｢

大
矢
正
夫
君
伝｣…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

410 

87 

明
治
二
十
四
年
二
月 

 
 

難
波
惣
平
家
類
焼
見
舞
受
納
簿…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

414 

88 

明
治
二
十
七
年
八
月 

 
 

生
糸
光
沢
改
良
に
関
す
る
難
波
春
吉
・
佐
伯
十
三
郎
広
告…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

424 

89 

明
治
二
十
九
年
五
月 

 
 

相
王
鉄
道
敷
設
に
つ
き
発
起
人
総
代
山
本
與
七
の
村
会
決
議
請
求
願…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

425 

90 

明
治
三
十
年
四
月  

  
 

山
本
與
七
の
厚
木
鮮
雲
閣
設
立
起
業
目
論
見
書
及
び
仮
定
款…
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